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1 相談件数の概要 

 (1) 相談件数 

――令和６（２０２４）年度の相談件数は１６，７９６件、令和５（２０２３）年度から０．７％減少―― 

 

令和６(202４)年度に県内の消費生活センター（21 か所）で受け付けた相談件数は１６，７９６件で、

前年度から１１６件(０．７％）減少しました。 

    

〔表１〕相談件数の比較                                          (単位：件、％) 

 
 

（２） 相談件数の推移 

――相談件数が３年ぶりに減少―― 

 

相談件数は、令和４（２０２２）年度から２年連続で増加していましたが、令和６（２０２４）年度はわずか

に減少しました。 

 

〔表２〕相談件数の推移                                           (単位：件、％) 
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〔グラフ１〕相談件数の推移                                             (単位：件) 

 

2 年代別苦情相談件数 

――６0 歳代以上の高齢層で増加―― 

 

〔表３〕は、契約当事者の年代別の構成比を表し、併せて前年度と件数を比較したものです。 

令和６(202４)年度の相談を年代別構成比で見ると、70 歳以上が２６．９％（４，１１３件）と最も高く、次

いで 60 歳代の 16.５％（2,５２３件）、50 歳代の１５．１%（2,３１２件）と、50 歳代以上が 5８．５％と相談

件数の約 6 割となっています。 

 
〔表３〕契約当事者の年代別件数                               (単位：件、％) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 商品・サービス別苦情相談状況 

（１） 商品・サービス別苦情相談件数 

――「化粧品」、「健康食品」が大幅に増加―― 

 

〔表４〕は、苦情相談件数の上位 10 商品・サービスについて、前年度と比較したものです。 

２位の「化粧品」に関する苦情相談は２１３件増の１，０５６件、５位の「健康食品」に関する苦情相談は１

８３件増の６３１件と、大幅に増加しており、主な相談内容は定期購入に関するものでした。 
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一方で、4 位の「工事・建築・加工」に関する苦情相談は１０９件減の６３４件、９位の「自動車」に関する

苦情相談は１４１件減の３２６件など、大幅に減少した商品・サービスもありました。 

 

〔表４〕苦情相談件数の上位 10 商品・サービス                            (単位：件、％) 

 

（２） 上位５商品・サービスの相談事例 
ア 商品一般 

【商品の分類を特定できないもの（迷惑メールや不審な電話、覚えのない荷物や架空請求に関

する相談を含む。）】 

・ 留守番電話に、大手電話会社を名乗り、「本日で携帯電話が使えなくなる」というメッセージが入って

おり、「１番を押すように」という案内があった。不審な電話だと思いすぐに電話を切ったが心配だ。今

後どうしたら良いか。 

・ 「荷物を配送したが不在だった」とＳＭＳが届いた。ちょうど荷物が届くタイミングだったので、メールに

添付されていたＵＲＬを開くとアプリストアと思われる画面になった。アカウントの管理とあり、ＩＤとパス

ワードを入力するようになっていたため、入力すると次にアクセス許可を求められ認証番号を入れる

ようになっていたが、怪しいと感じ画面を閉じた。対処法を教えて欲しい。 

イ 化粧品 

【基礎化粧品、シャンプーなど】 

・ 家族に頼まれた化粧品をインターネット通販で購入し、支払いはクレジットカードを使った。商品が届

くのは１回限りと思っていたが、２回目の商品が送られて来たので定期購入になっていることに気がつ

いた。サイトに定期購入だという表示があったかどうか覚えていないが、２回目の商品までは購入する

ことにした。しかし、３回目以降は解約したいので業者に電話をかけると自動音声が流れ、会員登録を

した後にメールを送信するようにと案内された。案内どおりに会員登録をしようとしたが、難しくてでき

ない。どうすればいいか。 

ウ 役務その他 

【廃品回収サービス、申請代行サービス、仕事紹介登録サービスなど】 

・ ３日前、ネットで不用品回収業者を検索し表示された業者に電話したところ、女性の作業員もいると

説明され安心し、本日を回収日として不用品の回収を５，０００円パック（少量の荷物用）で予約した。

業者に椅子等数点を引き取ってもらったが、３８，０００円を請求され、作業員は女性でなく男性２名だ

ったので怖くて断れずにクレジットカードで支払った。契約書や請求書はない。騙されたと思うので返

金してほしい。 

エ 工事・建築・加工 

【新築工事、増改築工事、屋根工事、壁工事、塗装工事、電気工事など】 

・ 夜に自宅のコンセントが壊れたため、慌ててインターネットで「電気工事」・「早い」・「安い」と検索し、

見つけたサイトＸに連絡をした。X に連絡をした際に金額を聞いたが、「施工業者に確認しないと分か

らない。」と言われた。自宅に来た施工業者Ｙに確認してもらったところ、「ブレーカーの交換も必要な

状態だ、１０万円くらいかかる。」と説明された。X のサイトには「８千円～」という表示があったため、料

金はかかっても２万円くらいと考えていた。１０万円は高額と思ったが、夜中のことであり、火事になっ
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たら怖いという不安もあったため Y に依頼した。作業終了後、料金１０万円は現金で支払った。Y が帰

ってから、やはり高額だと思い、Ｙに連絡し、クーリング・オフの申入れをしたところ、Ｙからクーリング・

オフは認めるが既に工事は終わっており、返金は支払った料金の一部となると言われた。全額返金し

て欲しい。 

オ 健康食品 

【ビタミン剤、ダイエット効果をうたうサプリメントなど】 

・ 先月、新聞の折り込み広告にひざ関節の動きの改善をサポートするサプリメントが載っていた。 

１１，０００円だったので試しに飲んでみようと思って電話で注文した。代金は、コンビニ後払いで

支払った。１回限りの商品だと思っていたところ、昨日同じ商品が２袋届き後払い決済業者から

４，２９８円の振込用紙が届いた。解約しようと業者に電話をかけているが、混み合っていてつな

がらない。どうしたらいいか。 

 

(3) 契約当事者の年代別に見た上位５商品・サービス 

――幅広い年代で「商品一般」が１位に―― 
 

〔表５〕は、契約当事者の年代別に苦情相談の商品・サービス別件数をまとめたものです。 

「商品一般」に関する相談が１８・１９歳以上の全年代で１位になりました。相談の多くは、未納料金が

あると不安をあおる「架空請求」や数時間後に電話がつながらなくなるといった「不審な電話」に関する

ものです。 
 

〔表５〕契約当事者の年代別苦情相談上位５商品・サービス                   (単位：件、％) 

 

４ 販売購入形態別の苦情相談状況 

 （１）  契約当事者の年代別件数 

    ――通信販売が最多（４，９４９件）―― 
 

〔グラフ２〕は、契約当事者の販売購入形態別・年代別に苦情相談件数を表したものです。 

全年代合計(年代不明を含む)で見ると、通信販売が４，９４９件と最も多く、次いで店舗購入 

２，２０２件、訪問販売１，５７４件となっています。 

年代別に見ると、最も苦情相談件数の多い通信販売では５０歳代以上の各年代から相談が１,０

００件近く寄せられています。一方で、訪問販売や電話勧誘販売、訪問購入は７０歳以上からの相

談が他の年代よりも特に多くなっています。 
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〔グラフ２〕販売購入形態別・年代別苦情相談件数                            (単位：件) 

※１ ネガティブ・オプションとは契約を結んでいないのに商品を勝手に送り付け、商品を受領したことで、支

払義務があると消費者に勘違いさせて代金を支払わせようとする手口。身に覚えのない商品が届き、商

品と一緒に請求書が同封されている、など。 

※２ 年代不明を除いたグラフであるため、表の件数とグラフの合計数は一致しない。 

 

(2) 苦情相談件数上位 3 位の相談事例 

ア 通信販売 

・ スマートフォンで人気のある子ども用の野球バットを探していたところ、１本３１，９２０円で販売してい

るショッピングサイトを見つけた。ショッピングサイトの支払い方法は複数の中から選べるようになって

いたが、「購入するバットはセール品であるため指定の銀行口座に前払いするように」というメールが

ショッピングサイトから届いた。やり取りはメールのみであり、メールの送信者がショッピングサイト名

でなく個人名であったため、不審に感じていた。後日、指定口座に代金を振り込んだが、商品は届か

ず、ショッピングサイトにメールで問い合わせたが返事がない。詐欺にあったと返金は諦めているが、

自分の個人情報が悪用されないか心配だ。 

   イ 店舗購入 

・ 携帯ショップで機種変更した際に「カードで支払うと携帯料金が割引になる」とクレジットカードの作

成を勧められて了承し、手続き書類と引き落とし口座に関する書類を送付した。審査が通ったという

メールが届いて初めて、年会費が１１，０００円かかることに気付いた。携帯会社に架電したところ、「年

会費の引き落としは確定している。特典が利用できるので１年間は解約しない方がいい」と言われ、携

帯ショップでも「年会費の欄にチェックが付いているので説明したことになっている」と言われたが覚

えがない。 

   ウ 訪問販売 

・ 昨日、不動産業者が来訪し「老後資金のための資産運用について話を聞きたいか」と聞かれたので

「訪問販売で騙されると怖い」と伝えことわったところ、業者から「そのような態度はおかしい」と咎めら

れ、玄関で夕方から夜中の１２時まで居座られた。業者に個人情報を聞かれて仕事先なども答えた

が、業者は会社名を口頭で言うだけで名刺を渡すこともなかった。業者から「持ち家を持つか賃貸が

いいか漠然とした考えではなく資金運用して資金をコントロールする方法を後日訪問して説明する。」

と言われ、次回訪問する日まで決められた。業者の来訪を断りたいが、どう対処したらいいか知りた

い。 
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５ 特徴的な事例 

（１） SNS がきっかけのトラブル 

   近年、ＳＮＳが普及し生活が豊かになった反面、ＳＮＳ上の広告やダイレクトメール等がきっかけとなる

消費者トラブルが増加しています。 

令和６（202４）年度のＳＮＳに関連する相談件数は、令和５（２０２３）年度から約１．２倍（２４９件増）の

１，５４８件となりました。ＳＮＳに関連する相談のうち、代表的な事例として定期購入や副業に関する相談

が目立ちました。 

 

〔グラフ３〕年度別苦情相談件数の推移                                (単位：件) 

 

ア 定期購入 

SNS で「美肌効果あり」や「ダイエット効果あり」などと宣伝しているサプリメントの広告が表示さ

れ、通常よりも安い価格で販売されていたため興味を持ち、お試しのつもりで申し込んだところ、定期

購入だったといった相談が多く寄せられています。 
また、定期購入であることに気がつき解約を申し出ようとしたところ、「オンライン上での手続でしか

解約を受け付けてもらえず解約が難しい」や「事業者に電話がつながらない」などといった解約に苦慮
する内容の相談もみられました。 

 

【相談の傾向】 

〔グラフ４〕は、定期購入に関する苦情相談件数の推移を年度別に表したものです。 
令和６（202４）年度の定期購入に関する相談件数は、令和５（２０２３）年度から約１．３倍（３８２件

増）の１，５８８件で、そのうち SNS 関連の相談件数は約 1.7 倍（２３９件増）の５５９件となりました。 

さらに、定期購入に関する相談のうちＳＮＳ関連の相談件数が占める割合は年々増加しており、令

和６（202４）年度は３割以上を占めました。 

また、契約当事者の年代別にＳＮＳ関連の定期購入に関する相談件数を見ると、５０歳代及び６０歳

代が多く、全体（年代不明を除く）の６割以上を占めました。〔グラフ５〕 
 

〔グラフ４〕年度別苦情相談件数の推移          〔グラフ５〕令和６（２０２４）年度の年代別苦情                   

(単位：件、％)         相談件数及び割合（年代不明除く） 
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【相談事例】 

・ ＳＮＳで、シミ、シワに効果があると宣伝する美容クリームの広告を見て、初回お試し価格、２，１７８

円をクレジットカード払いで注文した。届くのは１回だけだと思っていたら、先日、２回目の商品が３

本届き、１９，８３３円の請求を受けた。販売店の広告には「手数料、送料無料、回数の縛りなし」と書

かれていたので、定期購入ではないと思っていた。販売店に電話して、定期購入だと思わなかった

と言って、２回目に届いた商品の返品と解約を希望する旨を伝えると、商品の返送先の住所とお試

し価格と通常料金の差額分を請求するメールが送られてきた。販売店から言われたとおり、差額分

は支払わないといけないのか。 
  
【消費者へのアドバイス】 

・ 「定期縛りなし」との表示は「最低限購入回数の指定がない契約」（「いつでも解約できる定期購

入」）である可能性があります。 

・ 契約内容の記録のため、契約条件が記載されている最終確認画面をスクリーンショット等により

保存しておきましょう。 

・ 通信販売はクーリング・オフの対象外であり、解約・返品は基本的には事業者側の規定に従う必 

要があります。注文前に、解約条件や解約方法を確認しましょう。 

 

 

イ 副業 

副業トラブルの主な相談内容は、「高額なサポート費用を請求された」や「報酬を得るために必要と

お金を請求された」などといったものです。 

その中でも、ＳＮＳがきっかけとなって副業を始めるケースが多く、ＳＮＳで知り合った人から「副業

に興味はないか」などと勧誘されたケースや「簡単に稼げる」とうたうＳＮＳ上の広告を見て副業サイト

に登録してしまうケースが目立ちました。 

さらに、高額なサポート費用等を支払えない場合に、業者から勧められるままに借金をしてしまい

返済に苦労しているといった相談も寄せられました。 
 

【相談の傾向】 

〔グラフ６〕は、副業に関する苦情相談件数の推移を年度別に表したものです。 
令和６（202４）年度の副業に関する相談件数は、令和５（２０２３）年度から約１．１倍（１５件増）の 

１８４件で、そのうち SNS 関連の相談件数は約 1.２倍（２１件増）の１２０件となりました。 

さらに、副業に関する相談のうちＳＮＳ関連の相談件数が占める割合は年々増加しており、令和６

（202４）年度は６割以上を占めました。 

また、契約当事者の年代別にＳＮＳ関連の副業に関する相談件数を見ると、２０歳代が最も多く、全

体（年代不明を除く）の４割以上を占めました。〔グラフ７〕 

 

〔グラフ６〕年度別苦情相談件数の推移            〔グラフ７〕令和６（２０２４）年度の年代別 

（単位：件、％）    苦情相談件数及び割合（年代不明除く） 
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【相談事例】 

・ ＳＮＳ上で、ＳＮＳの動画を見るだけでお小遣いが稼げるという広告を見つけた。広告を掲載してい

るサイトを開き、担当者と連絡を取るためメッセージアプリを登録した。担当者から、指示されたチャ

ットと暗号資産のアプリをインストールし、ＳＮＳの動画を見るタスクを実行した。１回当たり１００円の

報酬が発生し、それを暗号資産のアプリに積み立てていき、２，０００円に達するとお小遣いが自分

の預金口座に入るように手続きしたところ、外国人名義の口座から１０，０００円が振り込まれた。業

者からもっと大きいタスクを実行したいのであれば追加で４万円を振り込むようにと言われたため

お金を振り込んだところ、タスクに失敗したので更に１５万円を振り込むようにと連絡があった。振り

込むお金がないので家族に相談すると、詐欺に遭っているかもしれないので消費生活センターに相

談するようにと言われた。 
  
【消費者へのアドバイス】 

・ 「簡単に稼げる」や「絶対に儲かる」など気軽さやメリットのみが強調されている広告をうのみにし

ないようにしましょう。 

・ 「すぐに元をとることができる」などの業者の説明はうのみにしないで、作業内容や利益が出る仕

組みがよくわからなければ契約しないようにしましょう。 

・ 怪しい副業では、「報酬を得るために必要」などとさまざまな名目でお金を支払わされるという特

徴があります。友人や知人から誘われても、少しでも不審に思ったらきっぱり断りましょう。 

 

 

（２） 電子決済サービスにかかる詐欺的な手口による被害 

電子決済サービスにかかる詐欺的な手口による被害の主な相談内容は、通常よりも安い価格で販

売している通販サイトから商品を購入した消費者が、販売業者から「商品が欠品中なので、電子決済

サービスを利用して返金する。」と言われ、スマートフォンで返金手続きを誘導されているうちに、いつ

の間にか「送金」してしまっていたといったものです。 

このように、購入した商品が届かないだけでなく、二次被害に発展してしまうケースも発生しており、

通常価格よりも極端に安く販売されている通販サイトなどには注意が必要です。 

 

【相談の傾向】 

〔グラフ８〕は、電子決済サービスにかかる詐欺的な手口による被害に関する年度別の苦情相談件数

の推移を表したものです。令和６（202４）年度の相談件数は、令和５（２０２３）年度の３３件から約２．７

倍（５６件増）の８９件となりました。さらに、令和６（２０２４）年度では、二次被害に発展しているケースの

相談件数が１１件で、二次被害の平均被害額は約 23 万円と高額な被害が相次いでいます。 

また、契約当事者の年代別に相談件数を見ると、５０歳代が最も多いものの、幅広い年代から相談が

寄せられており、全年代において注意が必要です。〔グラフ９〕 

 

〔グラフ８〕年度別苦情相談件数の推移             〔グラフ９〕令和６（２０２４）年度の年代別苦情 

（単位：件）       相談件数及び割合（年代不明除く） 
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【相談事例】 

・ インターネットでカードゲーム用の商品を格安で販売しているショッピングサイトを見つけ、通常３万

円以上する商品を１３，５３３円で購入し、指定された銀行口座に代金を前払いした。入金確認後２４

時間以内に商品を発送するというメールが届いたが商品はなかなか届かず、昨日になって、ショッピ

ングサイトのカスタマーセンターを名乗る業者から、商品が欠品中なのでＱＲコード決済を利用して返

金する、メッセージアプリでやり取りしたいという内容のメールが届いた。業者の担当者からメッセー

ジアプリで商品の２０％を上乗せして１６，４００円が返金すると言われ、メッセージアプリ内にＱＲコー

ド決済のアプリが届き、送金テストをするので１６，４００円の金額を入れるようにと指示された。返金を

受ける側なのにおかしいと思い、メッセージアプリでＡに確認したところ、後から返金額をチャージする

と説明され送金したが、結局返金されず騙されたようだ。担当者は外国人のようだった。今後、どのよ

うに対処をしたらよいか。 

 

【消費者へのアドバイス】 

・ 通常よりも極端に安い価格で商品を販売している通販サイトには、注意が必要です。ほかにも、サ

イト内に不自然な表記がある場合や振込先の銀行口座名義が個人名である場合は悪質な通販サ

イトの可能性があります。 

・ ショッピングの代金を銀行振込しているにもかかわらず、返金を決済アプリで行うことは極めて不

自然です。「○○ペイで返金します。」と言われたら注意してください。 

 

（３） 点検商法 

点検商法に関する相談件数が増加傾向にあり、主に高齢者から多く寄せられています。 

点検商法とは、業者から自宅への訪問や電話により、屋根などの「点検」の勧誘を受け、点検を受けた

ところ、「このままだと屋根が駄目になる」などと不安をあおられ、高額な契約を締結させられるといった

ものです。 

令和６（２０２４）年度は、これまでは相談件数の少なかった給湯器やブレーカーの点検商法に関する

相談が下期に急増しました。特に年度末の 3 月に相談が多く寄せられており、今後も増加するおそれが

あります。 

 

【相談の傾向】 

〔グラフ１０〕は、点検商法に関する年度別の苦情相談件数の推移を表したものです。令和６（202４）

年度の相談件数は、令和 5（２０２３）年度の２７７件から約１．２倍（６５件増）の３４２件となりました。これ

まで増加傾向にあった屋根工事の点検商法に関する相談は減少しましたが、一方で、新たに給湯器や

ブレーカーの点検商法に関する相談が増加傾向にあります。 

また、契約当事者の年代別に点検商法に関する相談件数を見ると、７０歳以上が最も多く、全体（年

代不明を除く）の６割以上を占めました。〔グラフ１１〕 

さらに、相談の中には、不安をあおるだけでなく、点検や機器の交換が義務であるかのような勧誘を

行っている業者や、大手企業から委託を受けたなどと身分を偽る業者も見受けられました。 

 

〔グラフ１０〕年度別苦情相談件数の推移          〔グラフ１１〕令和６（２０２４）年度の年代別苦情 

（単位：件）             相談件数及び割合（年代不明除く）                    
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【相談事例】  

・ 自宅に業者から電話が入り、分電盤は耐用年数が１５年になっているが大丈夫かと聞かれた。我が家

は築３５年であり、そのことを業者に伝えると交換が必要かもしれないと言われ、点検をしてもらうこと

になった。直ちに業者が来訪し点検を行ったところ、法定１５年なので交換した方がいいと言われ、分

電盤交換工事の契約をした。代金は１０４，５００円であり、工事完了後に現金で支払う約束をした。そ

の後、近所の人に分電盤を交換しているかと聞いたところ、交換している人はいなく、必要ない工事だ

ったのではないかと不安になり、工事の日程はまだ決まっていないのでキャンセルしたい。受け取った

書面にクーリング・オフの記載があったので手続きをしたい。       

 

【消費者へのアドバイス】 

・ 突然、電話や訪問をしてきた業者には無料でも安易に点検させないようにしましょう。 

・ 点検後に製品の購入を勧められても、その場ですぐに契約しないようにしましょう。不安な場合は、

本当に製品の交換等が必要か契約先の業者やメーカーに相談しましょう。 

・ 特定商取引法上の訪問販売に該当する場合は、契約書面を受け取った日から８日以内であれば

クーリング・オフできます。困ったときは、早めにお住まいの自治体の消費生活センターにご相談く

ださい。 

 

（４） 美容医療 

美容医療に関する相談が２０歳代を中心に多く寄せられています。主に、「クリニックの倒産により契

約分の施術を受けられなくなってしまった」や「施術後の痛みや腫れが引かない」などの相談が寄せら

れました。 

さらに、相談の中には、「低価格で施術を受けられるとの広告を見て施術を予約し、クリニックに行っ

たところ、高額なコースの契約を迫られた」など、断り切れずに意図していない高額な契約をしてしまっ

たといったものもありました。美容医療は高額な契約が多く、契約内容等に納得できずに契約してしま

うとトラブルの原因になるため注意が必要です。 

 

【相談の傾向】 

〔グラフ１２〕は、美容医療に関する年度別の苦情相談件数の推移を表したものです。令和６（202４）

年度の相談件数は、令和５（２０２３）年度の４８件から約１．６倍（３０件増）の７８件となりました。令和６

（２０２４）年度の相談のうち、医療脱毛を契約したクリニックの倒産に関する相談が２２件であり、相談件

数増加の一因となっています。 

また、〔グラフ１３〕は、契約当事者の年代別苦情相談件数を年度別に比較したものです。幅広い年代

で相談件数が増加していますが、特に２０歳代の件数が大幅に増加しました。 

 

〔グラフ１２〕年度別苦情相談件数の推移         〔グラフ１３〕年度別の年代別苦情相談件数（年代

（単位：件）         不明除く）          （単位：件） 
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【相談事例】 

・ 先日、スマートフォンで動画を見ていたら、脂肪冷却の施術を５千円で受けられるクリニックの広告が

出てきた。メッセージアプリで予約し、通院したところ、個室でクリニックの従業員からタブレットを渡さ

れ、オンラインで医者の説明を聞いた。医者から「脂肪冷却はあまり効果がありません」と言われ、脂

肪を溶かす高額なコースの説明をされた。脂肪冷却の施術はしてもらえず、２時間ほど説明が続き、

契約せずに帰れる状態ではなかった。仕方なく、１回の脂肪破壊注射と自分で薬を注射で打つ３０万

円程のコースにすることにし、タブレット上で誓約書にサインの上、代金はクレジットカードの１回払い

で契約した。その後、クリニックの従業員がお腹に注射をしたが、薬が注射器から洩れるなど慣れてい

ない様子だったので心配になった。１週間に一度自分で打つ注射の薬を受け取り、自分で注射を１回

うったが、１週間経っても効果はない。自分の希望した広告の脂肪冷却はしてもらえず、強引な勧誘で

高額な契約をすることになったので、返金してもらうことはできないか。 

 

【消費者へのアドバイス】 

・ 低価格の広告を見て店舗に出向いたところ高額なコースを勧誘されたというケースが目立ちます。

気軽さや安さを強調した広告だけで契約を判断しないようにしましょう。 

・ 「今日契約すれば値引きする」などと契約をせかされるケースも見受けられます。金額やコース内

容に不安がある場合には、その場で契約や施術をせずに、周囲に相談するなどして慎重に契約を

検討してください。 

・ 施術前にリスクや副作用の確認をしましょう。よく理解した上で、契約することが大切です。 

 

（５） ウォーターサーバー 

ウォーターサーバーに関する主な相談内容は、「担当者の説明と契約内容が違う」や「料金が高額で

あり、よく考えたら不要なので解約したい」といったものです。 

ショッピングモールで突然声をかけられたり、家で突然訪問を受けたりと、契約するか否かを検討す

る時間を与えられずに契約してしまい、トラブルに発展するケースが目立ちます。 

 

【相談の傾向】 

〔グラフ１４〕は、ウォーターサーバーに関する年度別の苦情相談件数の推移を表したものです。令和６

（202４）年度の相談件数は、令和５（２０２３）年度の３６件から約２．３倍（４７件増）の８３件となりまし

た。令和６（２０２４）年度は、勧誘時に十分な説明がなかったことや説明と契約内容が異なっていたこと

によるトラブルが多く寄せられました。 

また、〔グラフ１５〕は、契約当事者の年代別苦情相談件数を年度別に比較したものです。２０歳代で最

も大幅に増加しており、次いで４０歳代、３０歳代で増加していることが見受けられます。さらに、１９歳以

下でも５件増加しており、「断り切れずに契約してしまった」や「よくわからないままサインを求められ、契

約してしまった」といった相談が寄せられました。 

 

〔グラフ１４〕年度別苦情相談件数の推移        〔グラフ１５〕令和６（２０２４）年度の年代別苦情 

（単位：件）       相談件数（年代不明除く）   （単位：件） 
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【相談事例】 

・ ショッピングモールに行った際に、業者Ａからウォーターサーバーの勧誘があった。既に別の業者Ｂを

利用しているので不要だと伝えると、担当者に「会社の名前がＢからＡに変わります」「サーバーをレン

タルし、自宅の水道水を浄水するタイプです」と言われた。今までのサーバーが使えなくなるのだと思

い、妻の名義で契約し、書面を受取った。業者Ａに、まだ１０リットルの水が残っていると伝えると「その

水を飲み切ってから新しい方を使って下さい」と言われた。１週間後にサーバーが届いたが、残ってい

る水を飲んでいたので使わなかった。先月の中旬に新しいサーバーに取り替えようと思い、Ｂに解約

の電話をしたら「社名は変わりません」と言われ、Ａの説明が嘘だったことが分かった。業者Ａの担当

者に電話して嘘だったので解約するというと「サーバーが届いてから数週間経っていますので、解約

違約金３３，０００円を支払うことになります」と言われ、業者 A のお客様相談室に電話しても最終的に

は担当者が電話に出るため同じ説明を受ける。担当者の説明が嘘だったので、解約するのに違約金

を支払うのは納得できない。 

 

【消費者へのアドバイス】 

・ ウォーターサーバーの機能や価格は様々です。勧誘を受けたとしても、その場で焦って契約せず、

本当に必要な契約か検討しましょう。 

・ 強引に契約を迫ったり、契約を急がせたりする事業者とは契約しないようにしましょう。 

・ 契約する際は、勧誘時の説明だけで判断するのではなく、契約書面等で契約内容を十分に確認す

るようにしましょう。特に、契約形態（レンタルなのか購入なのか）や解約料・違約金についてはトラ

ブルになりやすいので、契約前に確認しましょう。 
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 国民生活センターでは、消費者トラブルに遭われた方に対して、FAQ（frequently asked 

questions）形式で、トラブル解決を支援する情報を提供しています。 

消費者トラブルに遭われた方が、時間や場所を問わず、まずはご自身で解決方法を調べ、そしてご自

身で解決できるようお手伝いします。ご利用される場合は下記 URL にアクセスしてください。 

 

URL:https://www.faq.kokusen.go.jp/  
(国民生活センターHP内)  

国民生活センター「消費者トラブル FAQ」をご利用ください 

 

 

 県内の消費生活センターでは、消費者トラブルへのアドバイスや解決のお手伝いをする消費生活相

談員が活躍しています。 

消費生活相談員とは、地方公共団体の消費生活センター等において、商品やサービスなど消費生活

全般に関する消費者からの苦情や問合せ等の相談を受け付け、中立・公正な立場で相談の解決に努

める専門職です。消費生活相談員は「消費生活相談員資格試験」に合格した者又はこれと同等以上の

専門的な知識及び技術を有すると都道府県知事若しくは市町村長が認めた者のうちから任用されま

す。 

あなたも地域にお住まいの方々の安全安心のために活躍する消費生活相談員になりませんか。 
 

 

 栃木県 HP「消費生活相談員になりませんか」 

 
                                

消費生活相談員になりませんか？ 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/c03/so

udanin2.html 
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○栃木県内の消費生活センター一覧 （令和７(2025)年６月１日現在：２１センター）

センター名 電話番号 相談受付時間

電話相談       9：00～17：30

来所相談     10：00～17：30

（土・日・祝日は16：30まで）

月～金曜日

9：00～16：00

月～木曜日

 9：00～12：00、13：00～15：00

月～金曜日

9：00～16：00

月～金曜日

9：00～16：00

月～土曜日

10：00～16：00

月・火・木・金

9：00～15：00

月～金曜日

 9：00～12：00、13：00～16：00

　　大田原市消費生活センター 月～金曜日

　　（大田原市、那珂川町） 9：00～12：00、13：00～16：00

　　矢板市消費生活センター 月～金曜日

　　(矢板市、塩谷町) 9：00～12：00、13：00～16：00

月～金曜日

8：30～17：00

月～金曜日

 9：00～12：00、 13：00～16：00

月～金曜日

9：00～12：00、13：00～16：30

月～金曜日

9：00～12：00、13：00～17：00

月～金曜日

9：00～12：00、13：00～16：00

　　芳賀地区消費生活センター 月～金曜日

 (益子町、茂木町、市貝町、芳賀町) 9：00～12：00、13：00～16：00

月～金曜日

9：00～12：00、13：00～16：00

月～金曜日

9：00～12：00、13：00～16：00

月～金曜日

9：00～12：00、13：00～16：00

月～金曜日

9：00～12：00、13：00～16：00

月～金曜日

9：00～16：00

　　宇都宮市消費生活センター 028－616－1547

　　足利市消費生活センター 0284－73－1211

　　栃木市消費生活センター 0282－23－8899

0287－43－3621

　　佐野市消費生活センター 0283－20－3015

　　鹿沼市消費生活センター 0289－63－3313

　　日光市消費生活センター 0288－22－4743

　　小山市消費生活センター 0285－22－3711

　　真岡市消費生活センター 0285－84－7830

0287－23－6236

　　壬生町消費生活センター 0282－82－1106

　　那須塩原市消費生活センター 0287－63－7900

　　さくら市消費生活センター 028－681－2575

　　那須烏山市消費生活センター 0287－83－1014

　　下野市消費生活センター 0285－44－4883

　　上三川町消費生活センター 0285－56－9153

0285－81－3881

　　栃木県消費生活センター 028－625－2227

　　野木町消費生活センター 0280－23－1333

　　高根沢町消費生活センター 028－675－3000

　　那須町消費生活センター 0287－72－6937
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